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1938（昭和13）年の創業以来、さまざまなクラッチシステムの開発・製造を行ってきた小倉クラッチ。

クラッチ / ブレーキの総合メーカーとしてＯＡ機器用から一般産業用まで幅広くニーズに対応しており、その技

術力と信頼性は世界で認められています。

特に、世界中のお客様に累計３億台以上を提供したカーエアコン用クラッチの技術と実績は世界No.1といえます。

また、弊社では全工場、全製品において、国際基準であるISO9001および14001を取得しています。

当カタログでは、その小倉クラッチが持てるテクノロジーを駆使して開発された機械クラッチ、油圧クラッチ、

空気圧クラッチ/ブレーキを紹介しています。
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҆શ্ͷ஫ҙ
ご使用の前にお読みいただき、安全対策には十分ご配慮ください。

ݥɹة 安全カバーを必ず設置してください。

　回転体が露出しているため、製品に手・指など身体が触れると怪我の原因になります。危険
防止のため、身体が触れないよう必ず風通しの良い安全カバーなどを設置してください。また、
カバーを開けたときには回転体が急停止するように、安全機構などを設けてください。

ݥɹة 引火・爆発の危険がある雰囲気中では使用しないでください。

　起動・制動時のスリップで火花が発生することがあります。引火・爆発の危険がある油脂・可燃
性ガス雰囲気などでは絶対に使用しないでください。また、燃えやすい物がある場所では、本体を
密閉するようにしてください。密閉する場合は、許容仕事量などが低下するのでご注意ください。

ݥɹة 許容仕事量以内でご検討ください。

　許容仕事量以上で使用すると、発熱が大きくなることで動作面が赤熱し、火災の原因に
なることがあります。また、所定の性能が得られなくなりますので、許容仕事量以内でご
検討ください。

ݥɹة 許容回転速度以上に回転を上げて使用しないでください。

　許容回転速度以上で使用すると、振動が大きくなり、場合によっては破損したり、飛散
するなど、非常に危険な状態となります。必ず許容回転速度以下で使用し、保護カバーを
設置してください。

஫ɹҙ OS・DS・OD形多板機械クラッチはシフタープーリを摺動させ、レバー
を作動しディスクを圧着または解放して、クラッチの脱着を行う製品です。

　用途・使用目的に合っていることを確認してから、機械に組み込んでください。
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஫ɹҙ ACSB形多板空気圧クラッチ/ブレーキは空気を送ると連結するクラッチに、
これと連動して解放する負作動ブレーキを一体に組み合わせた製品です。

　用途・使用目的に合っていることを確認してから、機械に組み込んでください。

஫ҙ	 খ૔クラッチ͓Αͼখ૔クラッチࢦఆҎ֎ͷୈऀࡾʹΑͬͯमཧ・෼ղ・վ଄͞Εͨ͜ͱͳͲʹىҼͯ͠ੜͨ͡ଛ֐ͳ
Ͳʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ੹೚Λෛ͍͔Ͷ·͢ͷͰྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

͜ͷ҆શ্ͷ஫ҙΛ͸͡ΊɺΧλϩά΍ٕज़ࢿྉʹ͞ࡌܝΕ͍ͯΔ༷࢓Λ͓அΓͳ͠ʹม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺ͝ ྃঝ͍ͩ͘͞ɻ

஫ɹҙ 取付け・取外し・運搬には十分ご注意ください。

　重い製品を持つと、腰痛や落下により怪我のもととなります。取付け・取外し・運搬に
は十分注意しながら、ホイストなどを利用して作業してください。

ݥɹة ボルトの締付トルク、緩み止めは完全に行ってください。

　ボルトの締付け具合によっては、せん断して破損するなど、非常に危険な状態となりま
す。必ず規定の締付トルク・ボルト材料を使用し、接着剤・スプリングワッシャなどで確
実に緩み止めなどの処置を行ってください。

ݥɹة 運転中には製品に手を触れないでください。

　回転部が外部に露出しており、製品に手・指などが触れると怪我のもととなります。運
転中には絶対に製品に手を触れないでください。

஫ɹҙ 手や指が挟まれないようにしてください。

　OS・DS・OD形多板機械クラッチは、停止状態でもシフタープーリを摺動させると、
プレッシャープレートが軸方向に動きます。その摺動部を指で触ると挟まれて怪我をする
ことがあります。必ず安全カバーを設置した後、クラッチの入 /切をしてください。
　ACSB形多板空気圧クラッチ /ブレーキは、停止状態でも空気を入 /切すると、ピス
トンが軸方向に動きます。その摺動部を指で触ると挟まれて怪我をすることがあります。
必ず安全カバーを設置した後、空気の入 /切をしてください。

஫ɹҙ 運転中に製品に手を触れないでください。

　製品の表面温度はスリップ熱などにより、約90℃～100℃前後に上昇することがあ
ります。手を触れると火傷をするので、運転中の製品には決して手や指などを触れないで
ください。また、運転停止後もすぐには温度は下がりません。分解・点検などで製品を触
るときには、温度が下がったことを確認したうえで実施してください。

ݥɹة 水・油脂類が付着しないように設計してください。

　摩擦面はもちろん、本体に水・油脂類が掛かると摩擦面に付着し、トルクが著しく低下
します。それによって、機械が惰走したり、暴走するなど、怪我の原因となります。
〔乾式仕様：DS形、ACSB形〕

஫ɹҙ 潤滑油の種類・量・給油方法は規定通りに行ってください。

　規定外の使用を行うと、空転トルクが増大するなど、負荷が連れ回りして、OFF状態
でも機械が動き、怪我をすることがあります。
〔湿式仕様：OS形、OD形、HO形〕

஫ɹҙ HO形湿式多板油圧クラッチは作動油を送るとディスクを圧着し、油圧を
切るとディスクを解放して、クラッチの脱着を行う製品です。

　用途・使用目的に合っていることを確認してから、機械に組み込んでください。
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頁04
%4
0% 4&3*&4

04形
࣪式ଟ൘ػցクラッチ
ʦγϯάルλΠϓʧ

%4形
ցクラッチػ式ଟ൘ס
ʦγϯάルλΠϓʧ

��ʙ���/ɾN
0%形

࣪式ଟ൘ػցクラッチ
ʦμブルλΠϓʧ

●小形、高トルク

●ドラグトルク（空転トルク）が小さい

●軽い操作力

●脱着後のスラスト荷重がない

●許容仕事が大きい

●調整容易

●ロングライフ

●スライス盤：送りの変速

●トランスファープレス：材料搬送機構のインチング

●振動ローラ：前後進の正逆

●ボール盤：主軸の正逆

●水門：ゲートの緊急遮断用

ցクラッチػ式ɾ࣪式ଟ൘ס トルクൣғ ಛɹɹ௕ ༻్ྫ

Mechanical Clutch Series, Hydraulic Clutch Series
Pneumatic  Clutch Brake Combination Series
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頁)0�4&3*&4

)0形
࣪式ଟ൘༉圧クラッチ

●小形、高トルク
●ロングライフ
●信頼性高く、メンテナンスフリー
●許容仕事が大きい
●緊急連結機構付き

●摩擦圧接機：主軸の起動
●クレーン：巻上ドラムの変速
●小形漁船：発電機・油圧ポンプ・コンプレッサの駆動
●プレーナー：アスファルトカッタドラムの駆動

࣪式ଟ൘༉圧クラッチ トルクൣғ ಛɹɹ௕ ༻్ྫ
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頁"$4#�4&3*&4

"$4#形
空気圧クラッチ /ブレーキ

●応答迅速
●放熱量が大きい
●軸方向寸法が短い
●トルク調整容易
●摩耗調整装置付き
●構造堅牢

●パワープレス：クランク軸の起動・停止
●フォーミングプレス：主軸の起動・停止
●板金機械：ラムの起動・停止
●紙工機械：カッタの起動・停止
●伸線機：中間軸の起動・停止

空気圧クラッチ /ブレーキ トルクൣғ ಛɹɹ௕ ༻్ྫ



トルク範囲：25～4700N・mס式ɾ࣪式ଟ൘ػցクラッチ
Ogura Mechanical ClutchOS,DS,ODseries

খ形ɾߴトルク

多板式であるため、小形で大きなトルク
を発生しますので、取付けスペースが小
さくて済みます。

1

୤ணޙͷεラεトՙॏがͳい

面圧保持形であるため、クラッチの
入 /切のとき以外、スラスト荷重は生じ
ません。

4

υラάトルクʢ空సトルクʣがখ͞い

特殊レリーズばねの作用によりディスク
の切れがよく、湿式でも空転トルクが小
さく、乾式はほとんどありません。

2

が大きいࣄ࢓容ڐ

湿式クラッチは、潤滑方法ならびに給油
量により許容仕事を大きく取ることがで
きます。

5

ܰいૢྗ࡞

レバー比を大きく取ってあり、さらに形
番 100 以上はローラ付きであるため、
トルクの割に押込力が小さく、容易に操
作できます。

3

調整容易

調整ナットにより、トルク調整および摩
耗調整が簡単にできます。

6

8

ϩϯάラΠϑ

湿式はディスクの摩耗が少なく、トルク
調整のみで半永久的に使用できます。ま
た、乾式もディスクの摩耗限度が大きい
ので長く使用でき、摩耗してもディスク
の交換のみであり、他の部品は半永久的
に使用できます。

7
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構造と動作
多板機械クラッチは図に示す構造であり、シ

ングルタイプのOS、DS形は14の部品で構成
されています。本体の中間ネジ部にナットがあり、
一方にはシフタプーリが平行キーによって、軸方
向のみ摺動できるようになっています。他方には
調整板、インナディスク、プレッシャプレートが、
本体の溝部にて軸方向にのみ摺動できるよう嵌合
し、レバーは本体の3か所の溝部に、レバーピ
ンによって支持されています。アウタディスクは
各インナディスクの間に交互に組み込まれ、内径
部にはレリーズばねが装着されています。ナット
はトルク調整後、調整板の穴に止めピンによって
固定されています。

シフタプーリをナット側に摺動し、レバーの
凸部に乗り上げると、レバーの他端でプレッシャ
プレートを加圧し、インナディスクとアウタディ
スクを圧着してクラッチを連結します。シフタ
プーリを引き戻すとレバーは開放され、レリーズ
ばねによってインナディスクとアウタディスクは
分離してクラッチは解放します。レバーに与える
曲げモーメントの大きさは、ナットの調整位置に
よって変化して、トルクが増減します。この圧着
力を増すと、レバーのたわみ量だけレリーズ（ク
ラッチ解放時のディスク間の開き量）が少なくな
ります。ナットの調整はそれぞれの形番に合った
静摩擦トルクに調整しております。

OS形　湿式多板機械クラッチ

プレッシャプレート

レバー

レバーピン

レリーズばね

インナディスク

アウタディスク

調整板

ナット

平行キー

シフタプーリ

止め板

止めピンばね

本　体

止めピン
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質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力
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Ｇ
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Ｐ

Ｑ
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Ｒ

Ｗ
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方

向
軸

方
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MODEL

OS
255形、357形、457形、558形、708形、808形

湿式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.28をご参照ください。

ラ
グ

10

形式表示

O D 70 8
湿乾別記号 ディスク数
形状記号（ダブル） ディスク外径寸法（インチ）

D S 35  4  T G
湿乾別記号 アウタディスク形状記号（歯車形）
形状記号（シングル） アウタディスク摩擦材記号（焼結合金）
ディスク外径寸法（インチ） ディスク数

形　式 湿乾別 形　状 使用摩擦材料

OS
OD

湿式

乾式

硬質燐青銅板と焼入鋼板、10”以上は銅系焼結合金と焼入鋼板

表1　形式・形状記号

DS

シングル
ダブル

シングル 銅系焼結合金と焼入鋼板

アウタディスクの摩擦材記号・外周形状記号
　ＴＧ：摩擦材記号Ｔ（銅系焼結合金）、外周形状記号Ｇ（歯車形）
　（注）摩擦材記号、外周形状記号がないOS、OD（湿式）の摩擦材は硬質燐青銅で、外周形状はラグ形です。
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 77
 70
 38
 78
 64
 75
 12
 15
20.5
10.5

 12
 20
15.5

 6
1.4

UW6-25

 50
100
200

 24
5.0
32

10×35.5
 97
 89
 45
 92
 77
 98
15.5

 21
 27
 11
 18
 30
18.5

 6
3.3

UW6-35

100
200
300
103
  13
45

12×48.5
125
114

 60
122
101
111
17.5

 21
 33
 16
 20
 32
18.5

 6
5.7

UW6-45

230
460
500
195
  32
55

15×60
152
140

 70
140
115
130

 23
26.4

 37
 18
 22
 36
 15
 12
8.5

UW12-55

450
900
500
718
120
70

18×76
194
178

 90
182
149
160

 28
34.5

 46
 24
 25
 42
 18
 12
19

UW12-70

700
1400
700
1210
165
70

18×76
220
203

 90
195
163
160

 28
34.5

 46
 24
 25
 42
 18
 12
23

UW12-80

OS形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力

J×10

ー4

 kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.1

N・m

N・m

N

0

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
e9

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ
H8

Ｒ

Ｗ

数

径

方

向
軸

方

向

MODEL

OS
255形、357形、457形、558形、708形、808形

湿式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.28をご参照ください。

ラ
グ

11

注） 軸心給油の場合の
 軸穴と逃げの位置については、
 別途お問い合わせください。
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b

p

t

L
M N O

P

Q
R

GA B D D F

1008TG
（受注生産品）

1100
1750
600
2390
445
80

20×86
259.2
238
105
205
170
200

 34
 56
 55
 27
 25
 48

－0.1
 4
 63

40
UWG-100

1208TG
（受注生産品）
2000
3200
900
7080
1580
100

28×109
324
298
140
255
220
240

 42
 72
 61
 30
 30
 58

－0.1
 5
 63

76
UWG-120

1409TG
（受注生産品）

3500
5600
1100
16000
3800
120

32×130
374
348
160
295
250
300

 50
94.5

 75
 35
 35
 70

－0.1
 5
 73

140
UWG-140

1609TG

（受注生産品）

4700
7500
1300
27500
6250
150

38×162
424
398
190
335
290
300

 50
94.5

 75
 35
 35
 70

－0.1
 5
 83

170
UWG-160

OS形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力

J×10

ー4

 kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.1

N・m

N・m

N

0

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
e9

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ
H8

Ｒ

径

方

向
軸

方

向

MODEL

OS
1008形、1208形、1409形、1609形

湿式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 1100～4700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.29をご参照ください。

アウタディスク歯車仕様

並歯

圧力角20

。

転 位 係 数

モジュール

歯　　　数

253TG

 25
 35
150
9.0
1.3
25
7×28
77.6

 70
 38
 78
 64
 75
 12
 15
20.5
10.5

 12
 20
－0.1

 2
 37
1.4
UG-25

354TG

 50
 80
250
23.8
3.25
32

10×35.5
97.6

 89
 45
 92
 77
 98
15.5

 20
 27
 11
 18
 30
－0.1

 2
 47
3.3
UG-35

454TG

100
140
300
97.5
10.8
45

12×48.5
124.5
114

 60
122
101
111
17.5

 20
 33
 16
 20
 32
－0.1
2.5

 48
5.7
UG-45

555TG

230
320
450
 233

 31
55

15×60
152.4
140

 70
140
115
130

 23
26.5

 37
 18
 22
 36
－0.1

 3
 49
8.5
UG-55

705TG

450
630
600
675
87.5
70

18×76
191.8
178
 90
182
149
160
 28
33.5

 46
 24
 25
 42
－0.1
3.5

 53
19
UG-70

805TG

700
1000
700
1130
200
70

18×76
219.2
203
 90
195
163
160
 28
33.5

 46
 24
 25
 42
－0.1

 4
 53
23
UG-80

DS形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク
静摩擦トルク
押　込　力

J×10ー4 kg・m2

穴　　　　　　　径 　   dH7
キ 　 ー 　 み 　 ぞ  bE9×t＋0.1

N・m
N・m
N

0

Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
Ｇe9

Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
ＱH8

Ｒ

径

方

向
軸

方

向

MODEL

DS 253形、354形、454形、555形、705形、805形
乾式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側
アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ
＊適用カップリングについてはP.30をご参照ください。

転 位 係 数
モジュール
歯　　　数

アウタディスク歯車仕様
並歯

圧力角20。

注） 軸心給油の場合の
 軸穴と逃げの位置については、
 別途お問い合わせください。
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b

p

t

L

M N O

P

Q

R
G

A B D D F

253TG

 25
 35
150
9.0
1.3
25
7×28
77.6

 70
 38
 78
 64
 75
 12
 15
20.5
10.5

 12
 20
－0.1

 2
 37
1.4
UG-25

354TG

 50
 80
250
23.8
3.25
32

10×35.5
97.6

 89
 45
 92
 77
 98
15.5

 20
 27
 11
 18
 30
－0.1

 2
 47
3.3
UG-35

454TG

100
140
300
97.5
10.8
45

12×48.5
124.5
114

 60
122
101
111
17.5

 20
 33
 16
 20
 32
－0.1
2.5

 48
5.7
UG-45

555TG

230
320
450
 233

 31
55

15×60
152.4
140

 70
140
115
130

 23
26.5

 37
 18
 22
 36
－0.1

 3
 49
8.5
UG-55

705TG

450
630
600
675
87.5
70

18×76
191.8
178
 90
182
149
160
 28
33.5

 46
 24
 25
 42
－0.1
3.5

 53
19
UG-70

805TG

700
1000
700
1130
200
70

18×76
219.2
203
 90
195
163
160
 28
33.5

 46
 24
 25
 42
－0.1

 4
 53
23
UG-80

DS形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク
静摩擦トルク
押　込　力

J×10ー4 kg・m2

穴　　　　　　　径 　   dH7
キ 　 ー 　 み 　 ぞ  bE9×t＋0.1

N・m
N・m
N

0

Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
Ｇe9

Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
ＱH8

Ｒ

径

方

向
軸

方

向

MODEL

DS 253形、354形、454形、555形、705形、805形
乾式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側
アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ
＊適用カップリングについてはP.30をご参照ください。

転 位 係 数
モジュール
歯　　　数

アウタディスク歯車仕様
並歯

圧力角20。



255

 25
 50
150
 16

2.3
25
7×28

 77
 70
 38
 78
 64
130
 12
 15
 65
10.5

 12
 20
15.5

 6
2.6

UW6-25

357

 50
100
200

 46
 10
32

10×35.5
 97
 89
 45
 92
 77
164
15.5

 21
 82
 11
 18
 30
18.5

 6
5.4

UW6-35

457

100
200
300
194

 26
45

12×48.5
125
114

 60
122
101
188
17.5

 21
 94
 16
 20
 32
18.5

 6
9.4

UW6-45

558

230
460
500
358
64.3
55

15×60
152
140

 70
140
115
222

 23
26.4
111

 18
 22
 36
 15
 12
15.5

UW12-55

708

450
900 
500

1260
241
70

18×76
194
178
 90
182
149
276
 28
34.5
138
 24
 25
 42
 18
 12
30

UW12-70

808

700
1400
700
2140
330
70

18×76
220
203
 90
195
163
276
 28
34.5
138
 24
 25
 42
 18
 12
38

UW12-80

OD形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力

J×10

ー4

 kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.1

N・m

N・m

N

0

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
e9

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ
H8

Ｒ

Ｗ

数

径

方

向
軸

方

向
ラ
グ

MODEL

OD
255形、357形、457形、558形、708形、808形

湿式多板機械クラッチ[ダブルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.28をご参照ください。

b

p

t

L
M N O

P

Q
R

G

A B D D F
4700
6500
1100
24300
4180
150

38×162
424
398
190
335
290
265

 50
 63
 75
 35
 35
 70

－0.1
 5
 83

145
UWG-160S

3500
5000
900

14100
2500
120

32×130
374
348
160
295
250
265

 50
 63
 75
 35
 35
 70

－0.1
 5
 73

115
UWG-140S

2000
2800
700
6530
1180
100

28×109
324
298
140
255
220
224

 42
 54
 62
 30
 30
 58

－0.1
 5
 63

70
UWG-120S

1100
1500
500
2220
333
80

20×86
259.2
238
105
205
170
185

 34
 42
 55
 27
 25
 48

－0.1
 4
 63

34
UWG-100S

DS形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力

J×10

ー4

 kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.1

N・m

N・m

N

0

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
e9

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ
H8

Ｒ

径

方

向
軸

方

向

MODEL

DS
1006形、1206形、1406形、1606形

乾式多板機械クラッチ[シングルタイプ]

トルク : 1100～4700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.31をご参照ください。

転 位 係 数

モジュール

歯　　　数

アウタディスク歯車仕様

並歯

圧力角20

。

1006TG

（受注生産品）

1206TG

（受注生産品）

1406TG

（受注生産品）

1606TG

（受注生産品）

14



b

p

L

M N
O O

P P

Q
R

G

AB D D

F

t

w

255

 25
 50
150
 16

2.3
25
7×28

 77
 70
 38
 78
 64
130
 12
 15
 65
10.5

 12
 20
15.5

 6
2.6

UW6-25

357

 50
100
200

 46
 10
32

10×35.5
 97
 89
 45
 92
 77
164
15.5

 21
 82
 11
 18
 30
18.5

 6
5.4

UW6-35

457

100
200
300
194

 26
45

12×48.5
125
114

 60
122
101
188
17.5

 21
 94
 16
 20
 32
18.5

 6
9.4

UW6-45

558

230
460
500
358
64.3
55

15×60
152
140

 70
140
115
222

 23
26.4
111

 18
 22
 36
 15
 12
15.5

UW12-55

708

450
900 
500

1260
241
70

18×76
194
178
 90
182
149
276
 28
34.5
138
 24
 25
 42
 18
 12
30

UW12-70

808

700
1400
700
2140
330
70

18×76
220
203
 90
195
163
276
 28
34.5
138
 24
 25
 42
 18
 12
38

UW12-80

OD形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

押　込　力

J×10

ー4

 kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.1

N・m

N・m

N

0

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
e9

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ
H8

Ｒ

Ｗ

数

径

方

向
軸

方

向
ラ
グ

MODEL

OD
255形、357形、457形、558形、708形、808形

湿式多板機械クラッチ[ダブルタイプ]

トルク : 25～700N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

＊適 用 カ ッ プ リ ン グ

＊適用カップリングについてはP.28をご参照ください。

15

注） 軸心給油の場合の
 軸穴と逃げの位置については、
 別途お問い合わせください。
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性　能
1許容仕事

DS形

50

100

200

10

20

1

2

5

0.05

0.1

0.5

[KJ]

許
容
仕
事

0.1 0.3 0.5 1 2 5 10 20

連結回数
[回/min]

1606
1406

1206

1006

805

705

555

454

354

253

図1

摩擦形クラッチで負荷を起動する場合、連結の
過渡時に摩擦面がスリップ状態となり、摩擦仕事に
応じた摩擦熱を発生します。この摩擦熱がクラッチ
の熱放散能力を超えると、異常摩耗を生じたり、摩
擦面が変形したり、焼き付いたりして使用不能にな
ります。

クラッチに許容しうる摩擦仕事の限界値を許容
仕事といい、図１および図２に示します。高速・重
負荷や使用頻度の高い場合は、選定時に十分検討し
ておく必要があります。
湿式では、潤滑油がディスクを冷却する作用を

しますので、許容仕事は乾式に比べて大きくなって
います。
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200

500

50

100

5

10

20

0.1

0.2

0.5

1

2

[KJ]

許
容
仕
事

0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20

連結回数
[回/min]

1609

1409

1208

1008

808

708

558

457

357

255

OS・OD形

図2
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使用上の注意

2ドラグトルク
湿式のクラッチでは、摩擦板間に介在する潤滑油の粘性抵抗により、ドラグトルクを生じます。ドラグト

ルクは油種、温度、給油方法、給油量、相対速度などの影響を受けますが、代表例を表3および図3、4に
示します。

2.5

2

1.5

1

0.5

0

[N・m]

ド
ラ
グ
ト
ル
グ

500 1000 1500 2000 2500 3000

相対回転数
[r/min]

OS357形

タービン油

タービン油

スピンドル油

VG56

VG32

VG9
給油量：250［cm3/min］
油　温：35［℃］

図 3

2.5

2

1.5

1

0.5

0

[N・m]

ド
ラ
グ
ト
ル
グ

100 200 300 400 500 600 700 800

軸心給油量
[cm3/min]

OS357形

1000［r/min］

500［r/min］

200［r/min］

潤滑油：タービン油VG32
油　温：35［℃］

潤滑油：タービン油 VG32
油　温：35［℃］

図 4

表 3

タービン油VG32、油温 35℃

 255 357 457 558 708 808 1008 1208 1409 1609

 0.4 1.5 3.0 8.0 12 16 21 30 52 60
 150 250 450 650 1000 1400 1800 2500 3000 3000

形　番
OS・OD

 ドラグトルク

1000 500
 給　油　量〔cm3/min〕
 相対回転数〔r/min〕

〔N・m〕
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3乾式クラッチの摩耗限度
表4

使用上の注意
取扱い上の注意

クラッチ本体
クラッチは叩いたり、落としたり、または無理な
力を加えますと、打傷や変形を生じますので、取扱
いにご注意ください。

摩擦面
乾式のクラッチは摩擦面を乾燥状態で使用する必
要があります。摩擦面に水や油が付着しないようお
取り扱いください。

ボルト類
緩み止め処置

カップリングイン口一部同心度：0.1T.I.R以下
嵌め合い公差：H8・h7（JIS B 0401）

カップリング取付け
ボルト締めのほかノックピンを併用

（現合加工）

カップリングおよび取付けボルトとクラッチ本体のクリアランス
 ：2mm以上（位置関係）
カップリング、取付けボルトとクラッチ本体の接触は不可

1～2mm

軸の公差：h6（JIS B 0401）

図5　クラッチ本体とカップリングの位置関係

取付け上の注意

型番 DS 253TG

1.0

3.5

354TG

1.0

8.9

454TG

1.0

14

555TG

1.0

33

705TG

1.4

74

805TG

1.4

100

1006TG

1.2

130

1206TG

1.2

220

1406TG

1.5

370

1606TG

1.5

480

1枚当たりの摩耗代〔mm〕

摩耗限度までの総体積〔cm2〕
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操作方法
レバー操作

　図6に示すようにシフタフォークをレバー操作す
ることにより、クラッチのシフタプーリを動かします。

レバー比の設定
人力で操作する場合、操作力が 200N程度以下
になるようレバー比を決めてください。

ストッパー、ロック装置の設定
シフタフォークには、シフタプーリのストローク
に合わせてストッパーを設けてください。また、振
動やレバーの自重で抜けるおそれがあるときは、
ロック装置を設けてください。

押込力の設定
油圧または空気圧シリンダで操作する場合、押込
力のばらつきを考慮し、カタログ記載値の2倍程度
で選定してください。また、油圧（空気圧）を制御
してクッションスタートさせるような場合は、３倍
程度で選定してください。

焼付き防止
シリンダのストロークとシフタプーリのストロー
クが合わない場合、焼付き防止のために必ずストッ
パーを設けてください。

シフタプーリの潤滑
シフタフォークとシフタプーリの間にシフタピー
ス、またはシフタリングを入れます。乾式の場合は、
グリース潤滑をする必要上、リングにしてください。

シフタレバー

シフタプーリ

シフタフォーク

支 点

シフタピース

図6
図7　シフタリング（乾式用）
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パイロットベアリングにより心出しを行う

装着例

DS形乾式機械多板クラッチを突き合わせ軸に使用し、パイロットベアリングによって心出しを行った基本例

図8



トルク範囲：3000～15000N・m࣪式ଟ൘༉圧クラッチ
Ogura Hydraulic ClutchHOseries

খ形ɾߴトルク

多板式で常用油圧を高くしているため、
小形で大きなトルクを発生します。

1
が大きいࣄ࢓容ڐ

適正な潤滑方法と油量により、許容仕事
が大きく取れ、過酷な使用に耐えます。

4

ϩϯάラΠϑ

油膜を介した境界潤滑のため、摩耗はき
わめて小さく長寿命です。

2
構付きػ࿈݁ٸۓ

油圧系統に故障があった場合、ボルトを
締め込むだけで、簡単にクラッチを連結
状態にできます。

5

৴པੑ͘ߴɺ
ϝϯςφϯεϑϦー

機械装着後は油圧の管理のみで、調整な
どは一切不要であり、信頼性の高いクラッ
チです。

3
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構造と動作
HO形湿式多板油圧クラッチは図に示す構造

で、19の部品で構成されています。
本体の端面に六角穴付き止めねじで固定され

たスラストプレートの内側には、本体のスプライ
ンに組み込まれたインナディスクと、カップリン
グのスプラインに組み込まれるアウタディスク
が、いずれも軸方向に摺動できるように、交互に
組み込まれています。アウタディスクの内径部に
はレリーズばねが装着されています。
本体の他端に六角穴付きボルトで固定された

シリンダの内側にピストンが組み込まれてあり、
ピストン内部には戻し用のコイルばねが多数配置
され、ピストンはピストンリングによりシールさ

れ、シリンダに対しキーで回り止めをしていま
す。
本体の油穴より作動油を送ると、ピストンが

押し出されてディスクを圧着し、クラッチは連結
します。油圧を切ると、ピストン内のコイルばね
によってピストンは押し戻され、シリンダ内の油
を排出し、レリーズばねによってインナディスク
とアウタディスクは分離され、クラッチは解放し
ます。シリンダの側面に緊急連結ボルトがあり、
六角ナットを緩め六角ボルトを締め込むことによ
り、ピストンを押してディスクを圧着し、クラッ
チを連結することができます。

形式表示

HO 10 07
形式記号 ディスク数
●)0：࣪式多板༉圧クラッチ ディスク外径寸法（インチ）

HO形　湿式多板油圧クラッチ

スラストプレート

六角穴付き止めねじ

本　体

レリーズばね

インナディスク

アウタディスク

ストッパ

ピストン

コイルばね

六角穴付きボルト

キ　ー

ピストンリング

シリンダ

六角ボルト

六角ナット

六角穴付きボルト

ばね座金

ノックピン

ばね座金



t

b d
A B C

L
M N

U

3－K

S

P Q 2－T R

D

1007
（受注生産品）
3000
5000
2.5

　 3
　 0.5　

140
2750
950
90

24×98
259.2
238
130
230
M10
175

 21
58.5

 30
 40
 34
 8
 12
 20

－0.1
 4
 63

46
UWG100S

1207
（受注生産品）

6000
10000
2.5

　 3
　 0.5　

260
7750
4350
110

28×119
324
298
150
280
M12
210

 25
74.5

 35
 55
 42
 8
 12
 17

－0.1
 5
 63

83
UWG120S

1407

（受注生産品）

10000
16500
2.5

 3
　 0.5　

380
16000
5980
130

35×141
374
348
170
320
M16
240

 28
86.5

 40
 65
 48
 10
 14
 20

－0.1
 5
 73

134
UWG140S

1607

（受注生産品）

15000
25000
2.5

 3
　 0.5　

550
30500
8630
160

38×172
424
398
200
380
M16
260

 30
87.5

 40
 70
 51
 10
 14
 20

－0.1
 5
 83

187
UWG160S

HO形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

シ リ ン ダ 容 積〔cm

3

〕

動摩擦トルク

静摩擦トルク

常 用 油 圧

最 大 油 圧

も ど し 圧

J×10

ー4

kg・m

2

穴　　　　　　　径 　   d
H7

キ 　 ー 　 み 　 ぞ  b
E9
×t

＋0.15

N・m

N・m

MPa

MPa

MPa

0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

径

方

向

軸

方

向

MODEL

HO
1007形、1207形、1407形、1607形

湿式多板油圧クラッチ

トルク : 3000～15000N・m

慣
性

本　体　側

アウタディスク側

適 用 カ ッ プ リ ン グ

転 位 係 数

モジュール

歯　　　数

アウタディスク歯車仕様

並歯

圧力角20

。

＊適用カップリングについてはP.31をご参照ください。
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性　能
1許容仕事

500

100

200

50

5

10

20

[KJ]

許
容
仕
事

0.5 2 51 10

連結回数
[回/min]

HO1607

HO1407

HO1207

HO1007

HO形

図1

摩擦形クラッチで負荷を起動する場合、連結の
過渡期に摩擦面がスリップ状態となり、摩擦仕事に
応じた摩擦熱を発生します。この摩擦熱がクラッチ
の熱放散能力を超えると、異常摩耗を生じたり、摩
擦面が変形したり、焼き付いたりして、使用不能に
なります。

クラッチに許容しうる摩擦仕事の限界値を許容
仕事といい、図１に示します。高速・重負荷や使用
頻度の高い場合は、選定時に十分検討しておく必要
があります。

2ドラグトルク
湿式のクラッチでは、摩擦板間に介在する潤滑油の粘性抵抗により、ドラグトルクを生じます。ドラグト

ルクは油種、温度、給油方法、給油量、相対速度などの影響を受けますが、代表例を表１に示します。

表1

タービン油VG32、油温 35℃

形　番

 HO 1007
 HO 1207
 HO 1407
 HO 1607

 ドラグトルク 給油量 相対回転数
 〔N・m〕 〔cm3/min〕 〔r/min〕
 20 2000
 28 2500
 48 3000
 55 4000

500
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ボルト類
緩み止め処置

カップリングの取付け
ボルト締めのほか
ノックピンを併用（現合加工）

3～6mm（クラッチ本体とのクリアランス）
カップリングまたは取付けボルトが
クラッチ本体と接触しないこと

軸の公差 ： h6
軸方向の固定
遊びをなくす

カップリングとクラッチの同心度
0.1T.I.R 以下

図2　クラッチ本体とカップリングの位置関係

使用上の注意
緊急連結
油圧系統の故障などの万一の非常時においても、
クラッチを強制的に連結できます。

シリンダ側面の六角ナットを緩め、六角ボルトを
締め込んでください。

ピストンはディスクを圧着し、クラッチは連結し
ます。

取扱い上の注意
クラッチ本体

クラッチは叩いたり、落としたり、または無理な
力を加えますと、打傷や変形を生じますので、取扱
いにご注意ください。

取付け上の注意
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装着例

装着例

図3

油圧回路例

オイルタンク

潤滑油

作動油

SOL ソレノイドバルブ

オリフィス

メタル
フィルタ

圧力計

レリーフ
バルブ

インライン
チェック

チェンカップリング

M モータ

オイルス
トレーナ

油圧ポンプ
チョーク
バルブ

図4※本油圧回路は一参考例です。
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160
（受注生産品）
20300
460
406
370
330
M18
180

 25
 32
 20
 5
 83

54

UWG形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ
Ｂ
Ｃ
ＤH8

Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｐ

径

方

向

軸
方
向

歯

形

MODEL

UWG 100形、120形、140形、160形
機械クラッチ用カップリング

J×10ー4kg・m2

圧　　　　力　　　　角
モ　ジ　ュ　ー　ル
歯　　　　　　　　　数

。

140
（受注生産品）
13900
410
356
320
280
M18
175

 25
 30
 20
 5
 73

41.4

。

120
（受注生産品）
7000
355
306
280
240
M18
154

 25
 26
 20
 5
 63

28.4

。

100
（受注生産品）
2160
285
244.5
220
190
M16
124

 20
 20
 20
 4
 63

15

。

慣性

C D

L

N

M

A

6－E W

B

6-25

7.5
 85
70.5

 65
 50
M6

 38
 6
 20
15.7

 6
0.43

6-35

20
106
89.5

 80
 65
M8

 48
 8
 30
18.7

 6
0.83

6-45

55
135
114.5
105

 90
M8

 50
 8
 30
18.7

 6
1.32

12-55

125
162
141
130
110
M10

 65
 10
 35
15.5

 12
2.2

12-70

410
205
179
160
135
M12

 80
 12
 42
18.5

 12
4.5

12-80

598
230
204
185
160
M12

 80
 12
 42
18.5

 12
5.3

UW形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤH8

Ｅ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｗ

数

径

方

向

軸
方
向

ラ
グ

MODEL

UW 6-25形、6-35形、6-45形、12-55形、12-70形、12-80形

機械クラッチ用カップリング

J×10
ー4
 kg・m

2慣性
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C D

L

M P

A

6－E

B

160
（受注生産品）
20300
460
406
370
330
M18
180

 25
 32
 20
 5
 83

54

UWG形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ
Ｂ
Ｃ
ＤH8

Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｐ

径

方

向

軸
方
向

歯

形

MODEL

UWG 100形、120形、140形、160形
機械クラッチ用カップリング

J×10ー4kg・m2

圧　　　　力　　　　角
モ　ジ　ュ　ー　ル
歯　　　　　　　　　数

。

140
（受注生産品）
13900
410
356
320
280
M18
175

 25
 30
 20
 5
 73

41.4

。

120
（受注生産品）
7000
355
306
280
240
M18
154

 25
 26
 20
 5
 63

28.4

。

100
（受注生産品）
2160
285
244.5
220
190
M16
124

 20
 20
 20
 4
 63

15

。

慣性
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160S
（受注生産品）
17400
460
406
370
330
M18
155

 25
 32
 20
 5
 83

42.7

UWG形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ
Ｂ
Ｃ
ＤH8

Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｐ

径

方

向

軸
方
向

歯

形

MODEL

UWG-S 100形、120形、140形、160形
機械・油圧クラッチ用カップリング

J×10ー4kg・m2

圧　　　　力　　　　角
モ　ジ　ュ　ー　ル
歯　　　　　　　　　数

。

140S
（受注生産品）
11900
410
356
320
280
M18
150

 25
 30
 20
 5
 73

36.5

。

120S
（受注生産品）
6100
355
306
280
240
M18
134

 25
 26
 20
 5
 63

25.3

。

100S
（受注生産品）
1850
285
244.5
220
190
M16
108

 20
 20
 20
 4
 63

13.5

。

慣性

C D A
M P

L
6－E

B

80

598
230
204.5
185
160
M12

 80
 12
 10
 20
 4
 53
5.3

UG形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ
Ｂ
Ｃ
ＤH8

Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｐ

径

方

向

軸
方
向

歯

形

MODEL

UG 25形、35形、45形、55形、70形、80形
機械クラッチ用カップリング

J×10ー4 kg・m2

圧　　　　力　　　　角
モ　ジ　ュ　ー　ル
歯　　　　　　　　　数

。

70

410
205
179
160
135
M12

 80
 12
 10
 20

3.5
 53
4.5

。

55

125
162
141.5
130
110
M10

 65
 10
 7
 20
 3
 49
2.2

。

45

55
135
115.5
105

 90
M8

 50
 8
 7
 20

2.5
 48
1.32

。

35

20
106
90.5

 80
 65
M8

 48
 8
 5
 20
 2
 47
0.83

。

25

7.5
 85
70.5

 65
 50
M6

 38
 6
 5
 20
 2
 37
0.43

。

慣性
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160S
（受注生産品）
17400
460
406
370
330
M18
155

 25
 32
 20
 5
 83

42.7

UWG形　番

質　　　　　　　量     〔kg〕

Ａ
Ｂ
Ｃ
ＤH8

Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｐ

径

方

向

軸
方
向

歯

形

MODEL

UWG-S 100形、120形、140形、160形
機械・油圧クラッチ用カップリング

J×10ー4kg・m2

圧　　　　力　　　　角
モ　ジ　ュ　ー　ル
歯　　　　　　　　　数

。

140S
（受注生産品）
11900
410
356
320
280
M18
150

 25
 30
 20
 5
 73

36.5

。

120S
（受注生産品）
6100
355
306
280
240
M18
134

 25
 26
 20
 5
 63

25.3

。

100S
（受注生産品）
1850
285
244.5
220
190
M16
108

 20
 20
 20
 4
 63

13.5

。

慣性

C D

L

M P
A

6－E

B



トルク範囲：500～8000N・m空気圧クラッチ /ブレーキ
Ogura Pneumatic Clutch Brake CombinationACSBseries

応答迅速

応答が早いので、急速な起動 /停止を行
うことができます。

1
トルク調整容易

空気圧コントロールによるトルクの調整
を容易に行えて、起動時間の調整ができ
ます。

4

放熱量が大きい

熱放散能力が大きいので、高頻度の使用
に耐えることができます。

2
摩耗調整装置付き

調整ナットによりディスクの摩耗調整を
容易に行うことができます。

5

軸方向寸法が短い

薄形設計であるため、取付けスペースが
小さくて済みます。

3
構造堅牢

構造が堅牢であるため、過酷な使用に耐
えることができます。

6

32
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構造と動作
ACSB形乾式多板空気圧クラッチ/ブレーキは、圧縮空

気を送ると作動（連結）するクラッチに、これと連動して解
放する負作動（スプリングクローズ形）ブレーキを一体に組
み合わせた構造で、19の部品で構成されています。
インナディスクは本体のスプラインに、アウタディスク

は入力側ドライブリングのスプラインに、いずれも軸方向
に摺動できるように交互に組み込まれています。また、本
体の小径スプラインには、アウタディスクおよびブレーキ
ディスクに対応する２つの摩擦面をもつピストンと、コイル
ばねにより圧着されるブレーキディスクを受けるシリンダが
組み込まれ、レリーズ調整用の調整ナットで軸方向に固定

されています。ブレーキディスクの圧着力は、調整ボルトに
よりコイルばねの取付け長さを調整し、調整ボルトは六角
ナットでロックされています。
本体の空気穴よりシリンダに圧縮空気を送ると、ピスト

ンはコイルばねの圧力に抗して押し出され、ブレーキディス
クを解放すると同時に、クラッチディスク（アウタディスク、
インナディスク）を圧着してクラッチは連結し、ドライブリ
ング（駆動側）からのトルクを本体（被動側）に伝達します。
空気圧を解放すると、コイルばねによりピストンは押し

戻されてクラッチは解放し、同時にコイルばねの力でブ
レーキディスクを圧着し、急速にブレーキが掛かります。

ACSB形　多板空気圧クラッチ /ブレーキ

本　体

コイルばね

ばね受け板

調整ボルト

インナディスク

アウタディスク

ドライブリング

ピストン

ブレーキディスク

パッキン（大）

パッキン（小）

プラグ

Oリング

六角ナット

調整ナット

ばね座金

六角穴付きボルト

つ　め

シリンダ

形式表示

ACSB 50
形式記号

	 ● ACSB：乾式多板空気圧クラッチ /ブレーキ

トルクサイズ
50： 500〔N・m〕
100：1000〔N・m〕
170：1700〔N・m〕
280：2800〔N・m〕
400：4000〔N・m〕
580：5800〔N・m〕
800：8000〔N・m〕
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3／8R 1／2R9R 12R 16R 1R 20R 30R 35R3／4R 11／4R

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56
50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS ３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形
空気圧クラッチ用圧力回転継手［右ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

右
0.7
1500

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。

50

500
700
250
0.25
110
0.16
0.08
40

10×43.5
270
252
 35
275
 7
 7
 9
13×9

 20
215
 18
333
165
130
9.5

 18
 68
 34

1.5
57.5

 5
 25
3.8

100

1000
1300
480
0.25
197
0.30
0.17
50

12×53.5
330
305
 45
335
 8
 9
 11
16.5×11
 25
260
 20
410
205
145
 11
 20
 78
38.5
1.5
61.5

 8
 38
6.3
12

170

1700
2200
700
0.25
260
0.58
0.43
65

18×71
395
370
 60
407
 10
 9
 11
16.5×11
 30
315
 20
494
245
160
 15
 22
 90
 38

1.5
 66
 10
 51
 10

280

2800
3700
1500
0.25
400
1.06
0.87
80

20×86
455
430
 75
465
 12
 11
 13
19.5×13.5
 35
360
 25
570
285
188
 17
 27
103
 47

1.5
 77
 12
 81
15.4

400

4000
5300
2200
0.25
600
2.27
1.77
90

24×98
520
490
 85
530
 16
 14
 15
23×16
 40
410
 30
650
325
215
 19
 32
125
 53

1.5
 85
 16
130
24.8

580

5800
7600
3000
0.25
1000
6.98
3.45
105
28×114
585
550
100
600
 16
 16
 17
26×19
 45
460
 35
740
370
255
 22
 38
145
 61
 2
 98
 19
200
 36

800

8000
10600
4000
0.25
1400
9.71
6.63
120
32×130
660
620
110
690
 20
 18
 19
30×22
 50
550
 40
835
420
295
 25
 46
170
 73
 2
113
 22
280
 56

ACSB形　番

質　量 〔kg〕

シ リ ン ダ 容 積〔cm3〕

ブレーキ動摩擦トルク
も 　 ど 　 し 　 圧

動摩擦トルク
静摩擦トルク

常用空気圧
０.４５MPa

J  kg・m2

穴　　　　　　　径 　   dH7
キ 　 ー 　 み 　 ぞ  bE9×t＋0.15

N・m
N・m
N・m

0

Ａh7

Ｂ
ＤH7

Ｅ
Ｈ1

Ｈ2

Ｈ3

Ｇ×Ｉ
ＪH8

Ｋ
Ｖ
Ｘ
Ｙ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ

径

方

向

軸

方

向

MODEL

ACSB 50形、100形、170形、280形、400形、580形、800形
多板空気圧クラッチ/ブレーキ

トルク : 500～8000N・m

慣
性

本　体　側
ドライブリング側

適用圧力回転継手 A S

MPa 

クラッチ・ブレーキ
ドライブリング

1/2 3/4 11/4 3016 1 20

注）170、280、400
　　580、800形

注）50、100形

t

b

d

90°

A B

2－H3（等配）
ノックピン用 O

M
L

P
R D E

2－H1

S

8－H2
Gザグリ深さI

U T

2－J

K
E

Y
X

V V

3／8R 1／2R9R 12R 16R 1R 20R 30R 35R3／4R 11／4R

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56
50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS ３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形
空気圧クラッチ用圧力回転継手［右ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

右
0.7
1500

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。

※400、580、800形は受注生産品



H

M PT－A

D1

D

平径 K

D2

PT－B

N

D2

B

3／8R 1／2R9R 12R 16R 1R 20R 30R 35R3／4R 11／4R

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56
50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS ３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形
空気圧クラッチ用圧力回転継手［右ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

右
0.7
1500

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。

3／8R 1／2R9R 12R 16R 1R 20R 30R 35R3／4R 11／4R

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56
50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS ３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形
空気圧クラッチ用圧力回転継手［右ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

右
0.7
1500

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。
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※1R、20R、11／4R、30R、35R形は受注生産品



3／8L 1／2L9L 12L 16L 1L 20L 30L 35L3／4L 11／4L

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56

50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS 空気圧クラッチ用圧力回転継手［左ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

左
0.7
1500

３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

H

M PT－A

D1

D

平径 K

D2

PT－B

N

D2

B

3／8L 1／2L9L 12L 16L 1L 20L 30L 35L3／4L 11／4L

 40
 87
60.5

 12
 9
 17
0.28

 52
105

 75

 15
 12
 21
0.56

50、100

 60
115
81.5

 18
 16
 26
0.78
170

 70
130

 93

 22
 20
 32
1.20
280

 85
152
109.5

 27
 30
 41
1.95

400、580、800

90
164
119
22
30
35
46
2.35

AS形　番

適　　　　　　　用    ACSB
質　　　　　　　量     〔kg〕

ね　　　じ　　　方　　　向

Ａ

Ｂ

Ｈ
Ｄ
Ｄ1

Ｄ2

Ｍ
Ｎ
Ｋ

MODEL

AS 空気圧クラッチ用圧力回転継手［左ねじタイプ］

許 容 圧 力
許容回転数

MPa
r/min

左
0.7
1500

３/８形、９形、１/２形、12形、３/４形、16形、１形、20形、１１/４形、30形、35形

（注）１．シャフト取付けねじBは、管用テーパねじとメール細目ねじを示します。
　　   ２．ねじは、取付け軸の回転方向に対して締まり勝手のものをお選びください。
　　   ３．クラッチ/ブレーキの応答性は、配管や圧力回転継手によって影響されます。応答性を短くしたい場合は、配管を考慮するとともに、適用圧力回転継手もより大きいものをご使用ください。
　　   ４．許容回転数は圧力回転継手の許容値を示し、ACSBの許容回転数ではありません。

3／8
3／8

1／2
1／2

3／4
3／4

1

1

11／4

11／4

11／2
M45
P2.0

M40
P2.0

M30
P1.5

M26
P1.5

M22
P1.5

M18
P1.5

15.5 14 17.5 16 19 17.5 20.5 19 27.5 21

36

※1L、20L、11／4L、30L、35L形は受注生産品
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性　能
1許容仕事

連結回数

許
容
仕
事

1000

100

10

1

0.5

0.1

[KJ]

500

50

5

0.5 1 5 10 50 100
[回/min]

クラッチ
ブレーキ

C800

B800

C580
C400

C280

B280

C170

C100
B100

C50

B50

B
5
8
0B
4
0
0B
1
7
0

図 1

摩擦形クラッチ/ブレーキで負荷を起動/停止す
る場合、連結および制動の過渡時に摩擦面がスリッ
プ状態となり、摩擦仕事に応じた摩擦熱を発生しま
す。この摩擦熱がクラッチ/ブレーキの熱放散能力
を超えると、異常摩耗を生じたり、摩擦面が変形し

たり、焼き付いたりして、使用不能になります。
クラッチ/ブレーキに許容しうる摩擦仕事の限界

値を許容仕事といい、図１に示します。高速・重負
荷や使用頻度の高い場合は、選定時に十分検討して
おく必要があります。

2ディスクの摩耗限度
表1

形　番

 ACSB 50
 ACSB 100
 ACSB 170
 ACSB 280
 ACSB 400
 ACSB 580
 ACSB 800

クラッチ ブレーキ
 許容摩耗代 許容摩耗体積 許容摩耗代 許容摩耗体積
 〔mm〕 〔cm3〕 〔mm〕 〔cm3〕
 3.7 55 2.8 55
 3.7 80 2.8 80
 3.7 125 2.8 125
 4.3 200 3.5 200
 5.3 310 4.2 310
 6.7 510 5.3 510
 8.0 750 6.0 750
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湿式クラッチの潤滑
湿式クラッチは潤滑状態で使用するよう摩擦材料
が作られているので、必ず給油してご使用くださ
い。
潤滑油には潤滑と冷却の２つの働きが要求され、
また性能および耐久性に大きく影響するので、使
用状況および使用機械の潤滑を総合的に考慮して
選定しなければなりません。

潤滑を必要とするクラッチ
　OS形・OD形湿式多板機械クラッチ
　HO形湿式多板油圧クラッチ

潤滑油の種類
　クラッチに用いる潤滑油は、耐熱性が良好で、な
るべく粘度が低く、泡の発生しないものが理想であ
ります。潤滑油は連結時にはディスク間から押し出
されて最後に境界摩擦となって連結しトルクを伝達
します。したがって連結時間は潤滑油によって大き
く影響されます。また、低速回転の場合は連結時間
が長くなるので、使用条件を考慮して選定すること
が大切です。
　一般にはタービン油ISO VG32～68を使用します
が、特にドラグトルクを問題にする場合や、高速回
転または低速回転および寒冷地で使用する場合は、
マシン油ISO VG5～10をご使用ください。
　歯車箱に組み込んで使用する場合、歯車の潤滑上
から粘度の高い潤滑油を使う場合は、クラッチの動
作時間が悪くなるとともに、トルクの低下およびド
ラグトルクが大きくなるので注意を要します。
　次に、現在クラッチに使われている潤滑油を表1
に示します。

潤滑方法
　クラッチの潤滑方法には、次の方法があります。
　軸心給油が理想ですが、クラッチの取付け位置、
使用条件から検討し、経済性から見て、総合的に判
断し決定してください。

1油浴潤滑（横軸で回転数1000 [r/min]以下また
は連結頻度の少ない場合）

　クラッチの外径の1/4～1/5位を油中に浸して潤
滑する方法。（P40図1）
ただし、歯車箱内などで歯車によって油の飛沫が、
クラッチ/ブレーキに十分掛かる場合は、クラッチ/
ブレーキは油面上にあっても支障ありません。

2ふりかけ潤滑（回転数1000 [r/ min]以下の場合）

　ポンプによって、クラッチのディスク部分、軸受
部分にも給油する方法。
（P40図2）

3軸心給油

　ポンプによって、クラッチの軸心からディスクおよ
び軸受部分に給油する方法。回転数1000[r/ min]
以上の場合および竪軸の場合または高仕事には、軸
心給油が必要です。
　軸心給油の例をP40図3・4に示します。

表1　推奨潤滑油
石油メーカー名

一般用

高・低速用
寒冷地用

ISOグレード

VG32

VG46

VG68

VG5

VG10

テレッソ32

テレッソ46

テレッソ68

スピネッソ5

スピネッソ10

DTEオイル
ライト797J

DTEオイル
メディアム

DTEオイル
ヘビーメディアム

スピノックス
S5

テトラオイル
C5

マイティスーパー
5

ダフニースーパー
マルチオイル5

ダイヤモンドルブ
R05

ベロシティオイル
NO.6

FBKタービン
32

FBKタービン
46

FBKタービン
68

スピノックス
S10

ターボオイル
T32

ターボオイル
T46

ターボオイル
T68

テトラオイル
C10

タービンスーパー
32

タービンスーパー
46

タービンスーパー
68

マイティスーパー
10

ダフニータービン
オイル32

ダフニータービン
オイル46

ダフニータービン
オイル68

ダフニースーパー
マルチオイル10

ダイヤモンド
タービンオイル32

ダイヤモンド
タービンオイル46

ダイヤモンド
タービンオイル68

ダイヤモンドルブ
R10

エッソ モービル石油 日本石油 昭和シェル石油 コスモ石油 出光興産 三菱石油

使用上の注意
作動空気圧

クラッチの発生トルクは作動空気圧に左右されま
すので、必ず規定の空気圧でご使用ください。また、
ピストンの摺動面には潤滑油が必要であるため、オ
イラーを使用し、少量の潤滑油の混合空気を送るよ
うにしてください。

摩耗調整
クラッチおよびブレーキのディスクが摩耗し、許
容最大レリーズに達したときは、レリーズを調整
ナットで調整した後、ブレーキトルクを調整ボルト
で補正してください。

点検・清掃
シリンダ内に水分、ゴミなどが溜まると錆が発生
して、パッキンを傷つけたり、作動不良を起こしま
す。定期的に点検を行い、ドレンを外して圧縮空気
を送り、シリンダ内を清掃してください。

取扱い上の注意
クラッチ/ブレーキ本体・ドライブリング

クラッチ/ブレーキは叩いたり、落としたり、また
は無理な力を加えますと、打傷や変形を生じますの
で、取扱いにご注意ください。

摩擦面
乾式のクラッチ/ブレーキであるため、摩擦面を乾
燥状態で使用する必要があります。摩擦面に水や油
が付着しないようお取扱いください。

保守
摩擦面

　ACSB形は乾式仕様であるため、摩擦面に油、水、
ゴミなどが入らないようご注意ください。

軸の公差：h6
(JIS B 0401)

ブレーキディスクの取付け
・ブレーキディスクの偏心1mm以下
・ブレーキ解放時、止めピンに対し、
動きがスムーズであることを確認

止めピンの取付け
ブレーキディスクの摩耗調整代を考慮し
取付け位置・寸法を決定

ドライブリング取付け位置
クラッチ作動時ピストンが当たらないこと
規定寸法通りに取り付けること

調整ナットの調整スペース
調整ナットを廻すスペースを確保

調整ナットの固定
クラッチ本体の軸方向の遊びをなくして
ロック用ボルトは出荷時完全に締め付けていない
軸装着後、完全に締付けロックのこと

軸のシール
・クラッチ本体と軸の作動空気穴を
一致させる
・軸の穴両サイドはOリングでシール

図2

取付上の注意
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湿式クラッチの潤滑
湿式クラッチは潤滑状態で使用するよう摩擦材料
が作られているので、必ず給油してご使用くださ
い。
潤滑油には潤滑と冷却の２つの働きが要求され、
また性能および耐久性に大きく影響するので、使
用状況および使用機械の潤滑を総合的に考慮して
選定しなければなりません。

潤滑を必要とするクラッチ
　OS形・OD形湿式多板機械クラッチ
　HO形湿式多板油圧クラッチ

潤滑油の種類
　クラッチに用いる潤滑油は、耐熱性が良好で、な
るべく粘度が低く、泡の発生しないものが理想であ
ります。潤滑油は連結時にはディスク間から押し出
されて最後に境界摩擦となって連結しトルクを伝達
します。したがって連結時間は潤滑油によって大き
く影響されます。また、低速回転の場合は連結時間
が長くなるので、使用条件を考慮して選定すること
が大切です。
　一般にはタービン油ISO VG32～68を使用します
が、特にドラグトルクを問題にする場合や、高速回
転または低速回転および寒冷地で使用する場合は、
マシン油ISO VG5～10をご使用ください。
　歯車箱に組み込んで使用する場合、歯車の潤滑上
から粘度の高い潤滑油を使う場合は、クラッチの動
作時間が悪くなるとともに、トルクの低下およびド
ラグトルクが大きくなるので注意を要します。
　次に、現在クラッチに使われている潤滑油を表1
に示します。

潤滑方法
　クラッチの潤滑方法には、次の方法があります。
　軸心給油が理想ですが、クラッチの取付け位置、
使用条件から検討し、経済性から見て、総合的に判
断し決定してください。

1油浴潤滑（横軸で回転数1000 [r/min]以下また
は連結頻度の少ない場合）

　クラッチの外径の1/4～1/5位を油中に浸して潤
滑する方法。（P40図1）
ただし、歯車箱内などで歯車によって油の飛沫が、
クラッチ/ブレーキに十分掛かる場合は、クラッチ/
ブレーキは油面上にあっても支障ありません。

2ふりかけ潤滑（回転数1000 [r/ min]以下の場合）

　ポンプによって、クラッチのディスク部分、軸受
部分にも給油する方法。
（P40図2）

3軸心給油

　ポンプによって、クラッチの軸心からディスクおよ
び軸受部分に給油する方法。回転数1000[r/ min]
以上の場合および竪軸の場合または高仕事には、軸
心給油が必要です。
　軸心給油の例をP40図3・4に示します。

表1　推奨潤滑油
石油メーカー名

一般用

高・低速用
寒冷地用

ISOグレード

VG32

VG46

VG68

VG5

VG10

テレッソ32

テレッソ46

テレッソ68

スピネッソ5

スピネッソ10

DTEオイル
ライト797J

DTEオイル
メディアム

DTEオイル
ヘビーメディアム

スピノックス
S5

テトラオイル
C5

マイティスーパー
5

ダフニースーパー
マルチオイル5

ダイヤモンドルブ
R05

ベロシティオイル
NO.6

FBKタービン
32

FBKタービン
46

FBKタービン
68

スピノックス
S10

ターボオイル
T32

ターボオイル
T46

ターボオイル
T68

テトラオイル
C10

タービンスーパー
32

タービンスーパー
46

タービンスーパー
68

マイティスーパー
10

ダフニータービン
オイル32

ダフニータービン
オイル46

ダフニータービン
オイル68

ダフニースーパー
マルチオイル10

ダイヤモンド
タービンオイル32

ダイヤモンド
タービンオイル46

ダイヤモンド
タービンオイル68

ダイヤモンドルブ
R10

エッソ モービル石油 日本石油 昭和シェル石油 コスモ石油 出光興産 三菱石油



4給油量および油の清浄化

（１）給油量
　クラッチの潤滑は、ディスクに油膜が構成されて
いればよいわけですが、冷却効果の点からは油量が
多いほうが有効です。しかし、多すぎるとドラグト
ルクが大きくなるので、使用条件によって給油量を
増減することが必要です。標準給油量は下記に示す
とおりですが、連結、制動仕事の大きい場合は、十
分に給油する必要があります。

（２）油  温
　油温は60℃以下に保てるようタンク容量を大き
く取る必要があります。大きく取れない場合は油を
循環するか、クーラまたはクラッチ箱に冷却フィン
を設けることなどが必要です。

（３）油の清浄化
　潤滑油は清浄なものを使用し、特にポンプ給油を行
う場合には、必ずオイルフィルタ（80～100メッシ
ュ）を設け、鉄粉などを除去する必要があります。
　潤滑油はときどき点検し、油量が不足していると
きは補充し、また使用経過によって汚染劣化するの
で、定期的に交換してください。

図1　OS・OD形油浴潤滑 図3　OS形の軸心給油例

図2　OS形のふりかけ潤滑例 図4　HO形の軸心給油例

D

～
D 4

D 5

作動油

潤滑油

40

形　　番
給油量［cm3/min］

 1007 1207 1407 1607
 2000 2500 3000 4000

表3　HO形湿式多板油圧クラッチ標準給油量（軸心給油）

形　　番
給油量［cm3/min］

 255 357 457 558 708 808 1008 1208 1409 1609
 150 250 450 650 1000 1400 1800 2500 3000 3000

表2　OS・OD形湿式多板機械クラッチ標準給油量（軸心給油）
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